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２ 指導観  
○ 「万物は数である」のように古代ギリシャの時代では，整数がすべてを表すと考え  

られてきた。その中で，面積が２や５の正方形をつくるとき，その１辺の長さを求め

るために，２乗すると２になる数や５になる数が必要になる。そのような数は根号を

用いて√２や√５とすることをこの単元で学習する。生徒が学んだ数は，小学校で０

及び自然数から小数や分数へ，さらに，中学校第１学年で正の数から負の数へと拡張

されてきた。それに伴い，生徒は，正の数と負の数について，その意味の理解を深め，

四則演算ができるように学習してきている。２乗すると２になる数や５になる数は，

これまでに学習してきた有理数とは違うこと，また，根号を用いて√２や√５と表す

ことをこの単元で学習する。本単元「平方根」では，数の範囲を，これまでに学んだ

有理数の範囲から無理数を含めた実数全体へと拡張していくことが一番のねらいであ

ると考えている。そして，本単元の学習内容は，二次方程式を解く場合や，三平方の

定理を利用して長さを求める場面などに活用することができる。  
 
 
○   本 学 級 の 生 徒 は ， 文 字 式 の 計 算 問 題 に 関 し て は ， 解 く こ と が で き る が ，

文 字 式 を 使 っ た 文 章 問 題 な ど の よ う に 思 考 を 伴 う 問 題 に 関 し て は ，不 得 意

で あ る 。ま た ，学 習 中 の ク ラ ス 全 体 に 発 問 を 行 う 際 に も ，こ ち ら の 問 い か

け に 積 極 的 に 答 え る 生 徒 は 少 な い 。そ こ で ，単 元 に お い て は ，平 方 根 や 根

号 ，平 方 根 の 性 質 を ，具 体 的 な 事 例 や 正 方 形 や 長 方 形 の 辺 の 長 さ と 面 積 の

関 係 を 用 い る こ と で 理 解 さ せ た い 。ま た ，生 徒 の 積 極 的 な 発 表 を 促 す た め

に 発 問 の 数 を 多 く し た り ，練 習 問 題 の 数 を 増 や し た り し て ，発 表 の 機 会 を

多 く 与 え た い 。  
 
 
○  本単元「平方根」では，次のことを指導の重点とし，単に機械的に平方根の計算  

方法を示すのではなく，その根拠を明らかにしながら学習を進めたい。  
まず，正方形の面積を２や５と定めることによって，２乗すると２や５になる数量が

存在することに気付かせる。そして，電卓によって，その数のおよその値を求めさせ，

小数の形で他の数と比較させる。これらの活動を通して，これまでに知っている数で

は表現できない数が存在することに気付かせ，平方根の性質とその表し方を理解させ

ていきたい。次に，根号のついた数を含む数の大小関係を調べることで，大小関係が

あることを気付かせる。ここでは，平方根の意味や，正方形の面積をもとに，大小を

簡潔に比較できることに気付かせていきたい。このことで，根号の中を比較すればよ

いことを押さえていく。また，根号を含む簡単な式の計算や変形の仕方を四則演算の

方法を明らかにしながら，式の計算や変形の仕方を考えさせる。ここでは，既習の文

字式のきまりと平方根の性質を考えてさせていきたい。最後に，数を拡張することを

実感させることを通して，数の有用性を実感させたい。そして，無理数を用いること

で，今まで正確に表すことができなかった数を扱うことができることのよさを感じさ

せ，数学の素晴らしさを実感させたい。   
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３ 単元の指導目標  
観 点  内 容  
関 心 ・

意 欲 ・

態 度  

・ 平 方 根 に 関 心 を も ち ， 数 の 概 念 を さ ら に 深 め て い こ う と す る 。  
・ 根 号 を 含 む 計 算 に 意 欲 を も っ て 取 り 組 も う と す る 。  

見 方 や

考 え 方  
・２ 乗 し て ａ に な る 数 と し て ，数 ａ の 平 方 根 を 考 え る こ と が で き る 。 
・ 文 字 式 の 計 算 か ら ， 根 号 を 含 む 式 の 計 算 の し か た を 類 推 す る こ と

が で き る 。  
表 現 ・

処 理  
・ 平 方 根 の お よ そ の 値 を ， 電 卓 を 使 っ て 求 め る こ と が で き る 。  
・ 根 号 を 含 ん だ 式 の 四 則 計 算 や 変 形 が で き る 。  

知 識 ・

理 解  
・ 平 方 根 に 関 す る 用 語 ・ 記 号 に つ い て 説 明 す る こ と が で き る 。  
・ 平 方 根 に は ， 整 数 で も 分 数 で も な い も の が あ り ， そ れ ら を 根 号 を

用 い て 表 せ る こ と を 理 解 で き る 。  
 
４ 単元の指導計画（計１０時間）  
第１次 平方根 ………３  

( 1 )  2 乗 す る と ａ に な る 数  … … … １  
( 2 )  平 方 根 の 大 き さ     … … … １  
( 3 )  平 方 根 の お よ そ の 値   … … … １  

第 2 次  平 方 根 の 計 算  … … … ７   
( 1 )  平 方 根 の 性 質  … … … １  (本 時 1／ １ )  
( 2 )  平 方 根 の 四 則  … … … ２  
( 3 )  い ろ い ろ な 計 算 … … … ２  
( 4 )  基 本 問 題 ・ 問 題 … … … ２  

 
５ 本時  
     平成１６年６月９日（水曜日）   第Ⅰ校時     ３年４組教室 計画 4/10 
(1) 本時の指導観  

生徒は前時までに，２や３の平方根は±√２や±√３で表すことを理解している。ま

た，根号がついた数の大小関係，およその値を計算や電卓によりその値を求め，根号が

ついた数に関しての基本的な性質について学習している。  
 本時では，「平方根の性質 積√ａ×√ｂ＝√ａ×ｂ，商√ａ／√ｂ＝√ａ／ｂ」が成

り立つことを理解させる。そのため，乗法が必要となる場面として，長方形の面積を求

める課題を設定し，具体的事例を通して，平方根の乗法や除法の性質を理解させたい。

ここで長方形の面積を用いて説明する際，論証の苦手な生徒にも理解しやすいように，

前時までに学習した根号のついた数の基本的な性質を生徒と確認しながら、論証してい

きたい。最後に，本時で学んだ性質を使って，教科書の例題を生徒に発問しながら進め

ていくことで，平方根の積や商についての理解を深めさせたい。この学習を通して根号

がついた数についてのさらなる理解や計算する楽しさを養いたい。  
 
(2)  主眼  
○  √ａ×√ｂ＝√ａ×ｂ、√ａ／√ｂ＝√ａ／ｂが成り立つことを理解し，根号を含む

積や商を求めることができる。  
○  根号の外にある数を根号の中に入れることができる。  
 
(3) 準備  

・ 教科書 ・説明用の長方形 ・復習用のフラッシュカード  
・ めあてを書いた模造紙  
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(4) 過程  

学習活動・内容  留意点（教師の支援）  
 

形態  配時  評価規準・  
評価方法  

１ 本時のめあてを確認する。  
めあて  
平方根の性質について考えよ

う。  
 
２ 根号を含む数の乗法・除法の

性質を知る。             

              

（１）乗法・除法がなりたつかど

うかを考える。  
①√４×√９について考える。 
 
②√４×√９＝√36 の説明を

聞き，その性質を理解する。 
 
 ③√４／√９について考える。 
 
 ④√4／√9＝√4／9 の説明を

聞きその性質を理解する。 
 
（２）教科書の例や問を行う。  

①例１を考える。  
 

②例１をもとに問１を行う。 

 
③例２を考える。  

 
④例２をもとに問２を行う。 
 
⑤例３を考える。  
 
⑥例３をもとに問３を行う。 

 
 
 

６ 次時の学習を知る。  

平方根の性質  
√a×√b＝√a×b 
√a／√b＝√a／b 

・前時までの復習をフラ

ッシュカードを用いて

行う。  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
・説明用の長方形を用い

て，生徒と質疑応答を

しながら導いていく。  
 
 
・√４÷√ 9＝√ 4／√ 9

として考えを進める。  
 
 
 
・ 机間巡視を行い，問が

解けない 生徒 に対し

て援助する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・次時の予告をする。  

 
 
一斉  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一斉  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一斉  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一斉  

10 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
15 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
23 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
２  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表：平方根の性質

を 利 用 し て 問 題

を 解 く こ と が で

きる。  
A：計算の過程を

大 事 に し な が ら

問 題 を 解 く こ と

ができる。  
B 机 間 巡 視 で 援

助 す る こ と に よ

っ て 問 題 を 解 く

ことができる。  
 

 
 


